
○幸手市水道事業審議会規則 

令和６年４月１日 

規則第１１号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、幸手市水道事業審議会条例（令和６年幸手市条例第１８号）

第８条の規定に基づき、幸手市水道事業審議会（以下「審議会」という。）の会

議の運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（招集） 

第２条 会長は、審議会を招集しようとするときは、会議の日時、場所及び付議事

項をあらかじめ委員に通知しなければならない。ただし、緊急を要する場合は、

この限りでない。 

（会議録） 

第３条 会長は、次に掲げる事項を記載した会議録を作成しなければならない。 

(1) 会議の日時及び場所 

(2) 出席及び欠席した委員の氏名 

(3) 付議事項の内容 

(4) 審議の経過及び結果 

(5) 前各号に掲げるもののほか、会長が必要と認める事項 

２ 会議録は、会長及び会長の指名する委員２人が署名しなければならない。 

（会議録等の公表） 

第４条 審議会は、作成した会議録を、会議資料とともに、市のホームページによ

り公表するものとする。ただし、次条ただし書の規定により、審議会の会議の全

部又は一部を非公開とした場合にあっては、当該審議会に係る会議録及び会議資

料は、その非公開部分を除いた上で、市のホームページにより公表するものとす

る。 

（会議の公開） 

第５条 審議会の会議は、公開とする。ただし、個人情報等の保護が必要な場合又

は公正かつ円滑な議事の運営に支障が生じると認められる場合にあっては、会長

が会議に諮り、会議の全部又は一部を非公開とすることができる。 



（会議の傍聴） 

第６条 審議会の会議は、議長の許可を得て、傍聴することができる。 

２ 議長は、会議運営上支障があると認めるときは、傍聴の制限又は拒否すること

ができる。 

３ 議長は、傍聴人が議長の指示に従わないとき、又は会議の秩序を乱したと認め

るときは、当該傍聴人に対して退場を命じることができる。 

（関係者の出席等） 

第７条 審議会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて意見若しく

は説明を聴き、又は資料等の提出を求めることができる。 

（守秘義務） 

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

また、同様とする。 

（庶務） 

第９条 審議会の庶務は、水道部水道管理課において処理する。 

（委任） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が

審議会に諮って定める。 

附 則 

この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 


